
●橋近景のデザイン

●これまでの景観検討の経過と今後の予定

※１「新大橋整備基本方針」とは、新大橋整備が目指す方向性と新大橋の設計を進めていく上での留意事項を定めたものです。 
※２「橋の基本形状」とは、橋本体の大まかな外形のことです。

お問い合わせ先 新大橋景観検討委員会 事務局 島根県都市計画課計画グループ 
                  Tel:0852-22-5699/Fax:0852-22-6004 
※新大橋架け替え等事業に関するHP を開設しています。 
http://www.pref.shimane.lg.jp/infra/road/kikan/matsue_kendo/sinoohasi/

今回の委員会をもって、詳細設計に必要なデザイン方針等が決まり、一定の節目を迎えることが
できました。今後は、細部の検討を重ねながら詳細設計に盛り込み、設計を固めていきます。 

●市民参加の取り組み
【前回】普通の型枠で仕上げる（写真は事例） 【今回】小幅板の型枠で仕上げる（写真は事例） 

大橋川の風景を引き立て、佳麗な橋とするための繊細な仕上げとして、高欄や支持部材の形状をさらに
洗練させ、橋脚表面を小幅板の型枠により仕上げることになりました。なお、高欄支柱と支持部材の取り
付け形状については、設計のなかで細部検討をすることになりました。 

立面図 立面図 高欄支柱と
支持部材の模型 横断面図 

【 前回 】 【 今回 】 

色決めの際の塗装見本の掲示事例 寄附金の対象として考えている地覆タイル（島根の伝統技術で焼き上げる） 

横断面図 

第３回新大橋景観検討委員会

（Ｈ２９年６月）
「新大整備基本方針」※１の了承、

「橋の基本形状」※２の方針決定

「新大橋整備基本方針」※１（原案）

に関する意見募集

（Ｈ２９年３～４月）

市民意見交換会

（Ｈ２９年７月）

第２回新大橋景観検討委員会

（Ｈ２９年２月）

第１回新大橋景観検討委員会

（Ｈ２８年１２月）

第４回新大橋景観検討委員会

（Ｈ３０年３月）
橋のデザイン、橋上空間の

デザイン方針決定

第５回新大橋景観検討委員会

（Ｈ３０年９月）
橋、橋上空間のデザインの

とりまとめ

詳細設計に反映

市民の皆様に末永く愛される橋にするため、橋の色決めの際の現地掲示や、地覆タイルへの寄附などの
市民参加に取り組んでいくことに賛同いただきました。 

「第５回新大橋景観検討委員会」を平成 30年 9月 6日（木）
に開催しました。 
委員会や市民の皆様からのご意見を踏ま 

えて検討し、これまでに決定した「新大橋整 
備基本方針」、「橋の基本形状」に沿った、 
橋全体のデザインのとりまとめを行いました。

新大橋景観検討委員会
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夜間イメージ（河川敷を含む現況写真に、新大橋と南岸交差点モデルをはめ込んだもの）

新大橋の外観イメージ（桁の色が青系の明るめの場合）

●橋全体のデザイン
これまでの委員会で、「現在と同じ５径間（橋脚４基）とする」、「歩道の張り出しを大きくし、支持部材
で繊細な印象や表情をつくる」、「フットライトで水辺とつながる明かりを演出する」ことが決まっています。 
今回、橋の色について、大橋川の風景になじむよう、高欄は明るいグレー系、桁と支持部材は青系の色味
に決まりました。桁と支持部材の最終的な色は、現地に塗装見本を掲示して決定します。 



●橋上空間のデザイン

※表示幅は今後調整

「歩きやすく、佇みたくなる居心地の良い空間」となるよう、また、「渡ってみたくなる工夫」を盛り込んだ、橋上を
構成する各要素の材料、形状、色味が決まりました。

釉薬タイル仕上げ 
・橋に愛着がもてるよう、島根の風土が生み出した伝統技術を活用。 
・大橋川の風景と調和し、利用者が親しみを感じて渡りたくなるアクセント。 
・色は、桁・高欄・舗装などとも相性が良い、明るい青系のイメージ。 


